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会 議 要 旨 
 

会議の名称 令和４年度第１回川越市立図書館協議会 

開催日時 
令和４年 ７月２７日（水） 

午後 ２時    開会 午後 ４時１５分 閉会 

開 催 場 所 中央図書館 ３階 展示室 

会長 

氏名 
会長 遠藤 克弥 

出席者（委 

員）氏名 

（人数） 

副会長 盛田 隆二 

委 員 天達 新一 須藤 崇夫 吉岡 一美 内藤 俊史 

 武藤 寛史 樫村 雅章 牛窪 多喜男 竹岡 優子 

 上坂 元 福島 利枝             （１３名） 

欠席者（委

員） 

氏名（人数） 

根本 恒 大澤 崇 若林 英雄 

 

                         （３名） 

事務局職員 

職 氏 名 

中央図書館：冨田館長 島崎副館長 原田副主幹 庄子副主幹 

間瀬主査 

西図書館：駒井館長 

川越駅東口図書館：谷沢館長 

高階図書館：今井館長 

教育指導課：小松副主幹 

会 

議 

次 

第 

１ 開  会 

２ 会長あいさつ 

３ 中央図書館長あいさつ 

４ 職員紹介 

５ 議題・報告 

 （1）令和３年度事業報告について 

 （2）令和４年度事業計画について 

 （3）川越市立図書館運営方針について 

（4）その他 

６ 閉  会 

配 布 資 料 

次第 

資料１ 川越市立図書館協議会委員名簿 

資料２ 令和４年度 図書館職員一覧 

資料３ 令和４年度 当初予算一覧 

資料４ 令和４年度 川越市立図書館事業計画 

資料５ 令和３年度 川越市立図書館 主要事業報告 

資料６ 令和３年度 事業報告書 

 

資料８ 川越市小・中学生読書推進事業 

入間地区社会教育協議会発行の広報誌さわらび第 54号 

川越市立図書館協議会公募委員の募集について（通知）（公募委員のみ） 
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【会議の概略】 

１ 開会 ※資料８ 川越市小・中学生読書推進事業について教育指導課から説明 

２ 会長あいさつ 遠藤会長あいさつ 

３ 中央図書館長あいさつ 冨田館長あいさつ 

４ 職員紹介 

５ 議題・報告 ※傍聴人なし 

６ 閉  会 盛田副会長よりあいさつ 

 

５ 議題・報告 

（1）令和３年度事業報告について 

資料５に基づき各館長が説明を行った。 

〈質疑応答〉 

委員：高階図書館の方で高齢者の方を対象としたおはなし会を行っていると

ある。子供たちに対する企画はたくさんあるようだが、特に高齢者の方々

を対象とした時に特別に考えていることはあるか。 

事務局：高階図書館は、5 年前から大人のためのおはなし会を行っている。

一番気を使っているのが、テーマである。昨年度は「旅」だったが、コロ

ナが流行する前に「落語」、笑いをテーマにして行った時はかなり人気があ

った。選び方が肝心で興味を引くテーマにすると、参加者が増える。元々、

児童向けのおはなし会のみを行っていたが、大人向けに拡大した。 

会長：高齢者向けのおはなし会でテーマの選び方について回答があったが、

子供向けよりもっと難しいのではないか思う。今、笑いというか落語が一

つのブームというのもあるので、来られた方もいたのだろうと思う。継続

的に行うのは、難しいかもしれないが、計画的に、利用者の反応を見て、

反省をしながら、次年度の内容を考えていくということで良いと思う。 

事務局：おはなし会は、ボランティアの方に声をかけて実施している。 

委員：電子書籍サービスの導入の所の自己評価に「また、来館しないことに

より、不要不急な外出を抑制し、新型コロナウイルス感染症等の拡大防止

を防止できる。」とあるが、図書館に来館する活動を推奨していると思うが、

直接来館することが「不要不急の外出」と書いてある。元々電子書籍サー

ビスの導入というのは、媒体を増やすことによって、書籍や文学など色々

なものに触れる機会を増やしていくことだと思う。交付金を使っているか

らコロナに対する話をしたのであるかもしれないが、ここの文書だけ図書

館に来ないことが良いことのように自己評価されているのではないかと思

う。書き方について質問したい。 

会長：電子書籍は家でも読めるということもある。図書館に出かけなくても、

本が探せるという利便性がある。3 年前にコロナがおこった時に図書館を

休館にせざるを得なかったことで、子供たちは本が読みたくても、図書館

が休館していて読めないという思いが強く残っており、このような表現に
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なってしまったのではないか。 

事務局：この表現であると図書館に来ないで欲しいと感じられるのでよろし

くない表現であった。川越市は広いので、図書館は遠くてすぐに図書館に

来られないという方にも電子書籍は活用されるものと考えている。 

会長：表現を変えた方がよい。活用を促進するのがこちらの役割だから、そ

の辺を考えていただきたい。 

委員：私は 30年間、子供たちにとびきりの本をと思って、幼稚園、保育園、

小学校、中学校に素話ととびきりの絵本を持って活動している。とびきり

の絵本とは、図書館関係者が言う基本図書または子供たちに長く読み継が

れてきた本で、おもしろくて本当にたのしい本だが、あいにく大人の方に

は、これらの本の良さを理解してもらえない事が多い。中々広がらない。

どんな本を読んでよいかわからないお母さんのためにも、基本図書を置い

てもらえないかと図書館に提案させてもらった。「夏のお楽しみ袋」や「図

書館福袋」を中央図書館にはないようだが、中央図書館でもやってもらえ

ないか。リストも出させてもらったが、どうか。 

事務局：図書館福袋については、中央図書館でも実施している。ここに載っ

ていないのは、分館と違って、事業が多く全部は載せきれないので、他の

3館は載せたが、中央図書館は載せてない。昨年度は 1月に実施した。 

委員：基本図書を何回も読むことは良いと思う。川越の図書館は、児童図書

について、とても良い本がそろっており、質を落とさない選書の仕方をさ

れている。それらの本に読むためにも、基本図書を福袋にいれられないか。 

事務局：基本図書を福袋に入れることについてだが、入れてもよいのだが、

基本図書は福袋に入れないで、書架の方に出して、いつでも見て読めるよ

うにしたいと考えている。福袋に入れる本は取り置きしてしまい、一時的

にでも書架でみれなくなってしまうので、基本図書は書架に並べている。 

委員：基本図書は、表紙が見えるように置いてもらいたい。 

事務局：一部の本だけ表紙を見えるようにというのは、そんなにできない。

その都度、ピックアップして表紙が見えるようにしている。 

委員：それがとびきりの本ではないと思っている。子供たちがおもしろい本

に出会わないと、児童書に素晴らしい本があるのに読んでもらえない。き

っかけがないとそのような本を読むことはできないので、そのような本に

出会えるチャンスを作っていただきたい。 

事務局：中央図書館では、そのように読んで欲しい本のコーナーを作ってい

る。ひよこブックなど色々とそのような努力はしている。先程、表紙を見

せるようにして欲しいとのことだったが、もちろんこちらも手に取って欲

しいと思う本は表紙を見せるようにしている。 

委員：自分がみる範囲では、ほとんどない。わかっておいてないという風に

見える。 

事務局：絵本は流動的で、借りられてしまうと違う本を置くようにしている。
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児童担当に、そのような話があったことを伝える。 

委員：小学校でそのような本を読みたいという方がいる。その方にも知らせ

るが、図書館に行って、どの本を選んでよいかわからない。表紙が見える

ように並べて欲しい。 

事務局：言っていることはわかるが、担当者と相談しないといけないので即

答できない。 

会長： 空間的な問題はあると思うが、委員の意見を参考にして見やすい選び

やすいように改善していくことを願う。 

委員：蔵書の収集について聞きたい。高階の報告に利用者アンケートでは、

高階図書館全体への蔵書には新刊図書に期待を寄せる意見が多かったとあ

るが、図書館の蔵書については、各図書館でどのような方針で選ぶか違う。

例えば、チャイニーズミステリーで非常に評判になったものがあるが、川

越の図書館は各図書館に所蔵していて、6冊も用意されていた。30人待ち

程度であったが、同規模の図書館では 1冊しか購入していない。これは以

前から問題になっているが、公共図書館とは貸本屋ではないのではないし、

どういう本を選書するかは非常に難しいと思う。評判の本が早く読みたけ

れば、自分で購入すべきだと割り切って、1 冊しか出さない、市民もそう

いうものだと、他市でそのような方針が貫かれている事例もある。川越の

図書館みたいに全館にそろえてサービスするのが、本当に良いことなのか

どうか、よく考えて、限られた予算の中でどういう本を増やしていくのか、

こういう本は減らしていくのか、はっきり示していただきたい。 

会長：方針については、議題の⑶のところで議題になっているのでそこのと

ころで話せればよいと思う。 

事務局：利用者にアンケートをとるとやはり新刊を置いて欲しいという意見

が多い。どういう資料を選定するか、職員も気を使って選書をしている。

冊数については、受入れの段階で 1、2冊であったとしても、弁償という形

で代り本を用意してもらうときに弁償本が廃版などの理由で用意ができな

い時は、予約が多い本を選んで、用意してもらうということにしているの

で、6 冊全て職員が選書したものではないかもしれない。人気がある本に

ついては若干多くなってしまう傾向にある。 

委員：後でくわしく伺う 

会長：図書館の方針について、議題になっているが、そこで議論ねがう。  

 

（2）令和４年度事業計画について 

中央図書館長が全館の当初予算について、資料３に基づき説明した。資

料４に基づき各館長が事業計画の説明を行った。 

〈質疑応答〉 

委員：小さい子供用のおはなし会というのは、どこでもされていると思うが、

小学校中学年くらいから上のおはなし会というのはしないのか。集まらな
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いのではないかということを聞いたが、三芳町図書館では会員制で行って

いると聞いたが、そのようにする予定はないか。してもらえないか。 

事務局：始まったばかりだが、こども育成課の所管ですくすくという施設が

本川越駅前にある。図書館職員が出向いておはなし会を今年度の 6 月から

行っている。まだ軌道に乗っていないが、軌道に乗れば、高校生までが対

象となる。 

委員：それは、学年をそろえてやるのか。それとも小学校高学年から高校生

までとか。 

事務局：こども育成課が子供を集めるので、こちらで対象とかは決めてない。 

委員：すくすく川越で行うのはペ－プサート(紙芝居)ではないか 

事務局：すくすく川越の施設を使って、基本的に小学生の放課後の居場所づ

くりをしようとするものである。今年度に関しては 5回くらい開催する予

定だが、図書館としては小学生を対象としたおはなし会をする予定だ。ペ

ープ サート(紙芝居)を行っているのは、下の階の施設で赤ちゃん向けの

親子連れを対象に行っていると聞いている。すくすく川越で図書館が行お

うとしているおはなし会については、紙芝居や語りなどを取り入れたおは

なし会をやる予定だ。図書館職員が行う。今年度から始めた事業なので、

来年度からはポランティアも交えて回数も増やしてやっていきたい。 

委員：図書館職員だけで行うのは、人を集めるのが大変だからか。 

事務局：この施設はこども育成課が所管する施設で居場所づくり事業の時間

として、部屋が提供されている。その時間を利用して図書館の職員が行っ

て、おはなし会をしようと考えている。居場所づくりに設定されている日

は 1週間に 3日程度しかなく、設定されている曜日も月によって変わる。

また、自習の時間であったり、遊びの時間であったり日により変わり、場

所も変わる。居場所づくりの時間を利用して図書館職員が行く。図書館の

ホームページや掲示物で、知らせる予定だ。 

委員：図書館でも実施して欲しいと思った。 

事務局：図書館でも考えていきたい。 

会長：川越では図書館も含めて公民館も協力して、子供たちの居場所づくり

の事業を色々な形で展開はしている。その中の一つとして、読み聞かせや

読書があるのだろう。中学生以上になるとかなり難しい年齢に達するので、

小学生のようにじっと聞いてくれるか難しいかと思う。今、コロナの中で、

集めるとなると抵抗があると思うので、コロナが改善するにしたがって、

委員が言う各世代にわたる事業を検討していくでよいだろう。高校生くら

いに興味をもたせるテーマで話をした方が高校生たちの考える力がついて

よいのではないかと思う。センター入試など、日本の大学入試は、選択式

だ。記憶力に頼るだけで、能力を評価していない。今後、なにがどうして

どうなったか、なぜなのかという部分を探すような、答えるようなテスト

に変わるということになっている。このような点では、本が非常に重要に
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なる。今後、図書館もそういう意味では、協力していく必要があるかと思

う。今の意見は図書館でも大事にして、これから発展していくときに、そ

ういった事業に注目していただきたいと思う。 

委員：中央図書館の展示で障害者の展示が 12／5にあるようだが、障害者週

間を意識していると思うが、東口図書館は 2月になっている。時期的には、

障害者週間の時期にこのような啓もう活動をあわせていくことは良いと思

う。しかし、一般特集、児童特集、ヤングアダルト、視聴覚資料特集は、

通年になっている。様々なバリアフリーがあって知的障害の人が読める本

やデジタル化されたものなど、これだけ素材があるのなら、障害者サービ

ス関連の特集は、通年にはできるのではないか。 

事務局：一般特集展示や児童特集展示の通年としてるが、毎月 1回、ヤング

アダルトは 2か月に 1回というように、テーマを決めて実施してるものを

通年としている。川越駅東口図書館の障害者サービスの展示は、2 月に実

施を予定しているが、通年とすると展示場所がないということもあるが、

りんごの棚(特別なニーズのある子どものためのコーナー)というのが各図

書館にある。そこには布絵本や点字の絵本などを集めた棚である。まだ数

が少ないので、そこに面出している。そのような棚の存在を 1年に 1回紹

介するために障害者サービスの展示をしている。秋に関しては読書週間も

あるので、この時期に展示をしたいテーマが重なっている。東口図書館で

は、2 月にバリアフリー映画会を予定しているので、これに併せて今回 2

月に行うものとしている。12月に障害者週間があるということなので、こ

れも踏まえて一般の展示でもテーマを決めたいと思う。 

 

（3）川越市立図書館運営方針について 

資料 7に基づき中央図書館長が説明した。 

 

（4）その他 

〇川越市小・中学生読書推進事業について 

資料８に基づき教育指導課が説明した。 

〈質疑応答〉 

委員：ウェブ開催でビブリオバトルを開催するとのことだが、どのような形

で行うのか。 

事務局：各校にＩＣＴ端末があり、グーグルミートを使って各学校をつない

で開催する。 

委員：ウェブ開催というとホームページ等で行うイメージだが、オンライン

開催ということでよいか。 

事務局：そのとおりだ。各学校で双方向となる。 

委員：市立図書館も参加するのか。 

事務局：市立図書館は審査委員として参加する。 
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〇事務局から以下の説明 

・委員の任期、委員の公募について 


